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昔の遊び

昔昔昔ののの
遊遊遊びびび

昨年12月６日にミャンマー出身で宮城県在住のスー
ザ・ミョータン氏をお迎えし、ミャンマー人との円滑な
コミュニケーションの取り方、日本とミャンマーとの生
活習慣や働き方の違いなどについて、講話を頂きました。
当法人では今年４月よりミャンマー人介護人材７名の

採用を決定しており、梅の香には男性２名の外国人介護
職員が誕生します。
彼たちに、不慣れな土地での生活にいち早く溶け込

み、その持つ能力をいかんなく発揮してもらうため、受
け入れ側の我々も様々な準備を開始したところです。先
の講話はその一環として開催しました。未知への不安は
ありますが、新しいことへのチャレンジが大きく法人を
成長させるものと信じて取り組んでいきます。
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雛祭り

皆
様
ご
健
勝
に
て
、
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
表
紙
記
事
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
今
年
4
月
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
介

護
人
材
7
名
を
介
護
職
員
と
し
て
迎
え
入

れ
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
仏
教
徒
で
信

仰
に
厚
く
、
穏
や
か
な
性
格
の
方
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
介
護
の
仕
事
に
向
い
て
い

る
こ
と
、
来
日
す
る
7
名
は
母
国
に
て
2

年
間
、
介
護
技
術
や
日
本
語
を
勉
強
し
、

一
定
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が

採
用
の
決
め
手
で
し
た
。
今
後
は
、
5
年

間
の
日
本
滞
在
中
に
介
護
福
祉
士
の
資
格

取
得
を
目
指
し
ま
す
。

介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
職
員
処

遇
の
改
善
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
業
務
負
担

軽
減
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
生
産
人
口
減
少
に
よ
り
人
材

確
保
は
容
易
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る

将
来
に
わ
た
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
維
持
に
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

介
護
は
、
人
と
人
が
寄
り
添
う
関
係
性
に

よ
り
成
り
立
ち
、
絶
対
的
な
人
手
を
必
要

と
す
る
業
態
で
す
の
で
、
地
域
内
に
お
け

る
人
材
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

外
国
人
介
護
人
材
の
採
用
を
決
断
し
た
次

第
で
す
。

新
た
な
取
り
組
み
な
の
で
不
安
が
な
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

常
務
理
事　

菅　

原　
　

武

外国人介護人材
受け入れ準備
始まる!!



９
月
20
日
に
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
の
賀
寿
は
11
名
の
方
が
対
象
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ご
家
族
を
お
招
き
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
本
当
に
残
念
で
し
た
。
そ

の
分
、
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
職
員
が
仕

事
の
合
間
に
練
習
し
た
花
笠
音
頭
を
披
露
し
、

ご
利
用
者
の
方
々
に
も
一
緒
に
楽
し
く
踊
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
会
よ
り
記
念
品
と
し
て
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ヒ
ー
タ
ー
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
敬
老
会
は
、
ご
家
族
の
皆
様
を
お
招
き
し
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に…
。

敬 老 会

10
月
14
日
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
芋
煮
会
を

行
い
、
里
芋
、
長
ネ
ギ
、
人
参
、
大
根
、
し

め
じ
、
木
綿
豆
腐
、
豚
バ
ラ
肉
と
具
沢
山
で

の
芋
煮
汁
を
作
り
ま
し
た
。
ご
利
用
者
に
も

食
材
の
皮
を
む
き
、
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
怪
我
な
ど
し
な
い
か
心
配
し
ま
し
た

が
、
職
員
よ
り
も
見
事
な
包
丁
さ
ば
き
で
し

た
。
ま
た
、
具
材
を
入
れ
る
順
番
や
あ
く
の

と
り
方
な
ど
、
調
理
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
同
じ
材
料
な
の
に
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に

違
い
が
出
た
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
す
ぎ
て
、
食
事
時

間
の
だ
い
ぶ
前
か
ら
お
い
し

い
匂
い
が
た
だ
よ
う
な
ど
、

食
欲
を
そ
そ
り
ま
し
た
。

厨
房
か
ら
の
五
目
御
飯
、

サ
ン
マ
の
塩
焼
き
と
一
緒
に

い
た
だ
き
、「
美
味
し
い

ね
」
と
笑
顔
が
見
ら
れ
、
お

か
わ
り
を
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
皆
さ
ん
で
秋

の
風
味
を
味
わ
い
ま
し
た
。

芋 煮 会

11
月
４
日
〜
18
日
ま
で
芸
術
祭
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
作

品
、
ご
利
用
者
個
人
の
作
品
、
そ
し
て
職
員

の
作
品
も
展
示
し
ま
し
た
。
思
い
の
ほ
か
力

作
が
集
ま
り
、
ご
利
用
者
の
方
か
ら
「
職
員

の
〇
〇
さ
ん
、
こ
ん
な

の
作
っ
た
ん
だ
。
器
用

だ
な
ぁ…

。」「
素
晴
ら

し
い
な
ぁ
。」
と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

素
敵
な
作
品
が
並
び
、
ご
利

用
者
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
た
芸
術
祭
で
し
た
。

芸 術 祭
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【救急救命講習】
　９月27日、30日、10月
18日、南相馬消防署小高分
署署員の方にご指導いただ
き、救急救命講習を行いま

した。毎年行っている講習ですが、心肺蘇
生の手順の確認、AEDの使い方を再確認
し、いざという時にスムーズに動くことが
できるよう、普段からシミュレーションすることが大切であると改めて実感しました。

【感染症・食中毒予防の研修】
　11月19日、ピジョンタヒラ株式
会社の佐々木博也様、高橋毅様に
ご指導いただき、食中毒・感染症
予防の研修会を行いました。手に
付着した細菌やウイルスが、普段
の手洗いでどこまで落ちるのか
を、手洗いチェッカーで確認しな
がら、正しい手の洗い方を学びま
した。
　梅の香では年に６回、様々な
テーマで内部研修を行っています
が、研修で学んだことを日々の業務に活かしながら、職員一
人ひとりのサービスの質の向上につなげていきたいと思います。

内部
研修

11月17日、パーラー
梅の香を開催しました。
ご利用者の皆さんに、梅の香の畑で採れた旬のさつま芋
を味わっていただきたいと思い、バーベキューコンロに
炭を入れ、焼き芋作りに挑戦しました。ショートステイ
のご利用者に、さつま芋の下処理や火おこしを手伝って
いただきながら、美味しい焼き芋が出来上がりました。
「昔はよく焼いた
もんだ！」「お母さ
んが街に行くと、お
土産に買って来て
たっけな！」など、
懐かしい思い出とと
もに、秋の味覚を楽
しんでいただけたよ
うでした。

パーラー10月28日、
総合防災訓
練を行いました。日頃から防災、減災の意
識を高めるために、毎年計画を立てて実施
しています。
日本各地で発生する災害は年々被害が増
してきています。梅の香は目の前に小高川
があり、建物と駐車場の間は低くなってい
るため、避難誘導の判断は日頃の訓練から
経験を重ねていく必要があります。
ご利用者、職員が安全に避難できるよう

に、訓練で気
付いた情報を
蓄積してい
き、有事に備
えていきたい
と思います。

防災訓練
�
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